
難易度表自動生成ツール
(2014/02/02現在) 

このツールを利用したことによる損害に関して 

一切の責任を負いません 

 

あらかじめバックアップを取っておいてください 
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概要 



概要 

難易度表サイト 

難易度表サイトからtsvファイルに変換 

tsvファイルから難易度表サイトのhtmlを出力 

難易度表サイトのhtml 

曲目を 

修正 

tsvファイルとは 

タブ区切りファイルのこと 



概要 

このツールを用いて楽になるところ 
曲の追加削除がエクセルやリブレオフィス等で編集可能となる 

難易度の区切りのために必要な条件式を書かなくてよい 

曲データの項目idを編集する必要がない 

曲データを追加するhtmlソースを書かなくてよい 



 

内容物の説明 



内容物の説明 

内容物 
1.FromHP2Data.exe 

難易度表サイトからtsvファイルに変換する実行ファイル 

 tableURL.txt 

データを取得する難易度表サイトのURLを記述 

2.FromData2HTML.exe 

 tsvファイルから難易度表のhtmlファイルに変換する実行ファイル 

 tableHeader.html 

難易度表の曲データ定義前の内容を記述 

 tableFooter.html 

難易度表の曲データ定義後の内容を記述 

defHtmlFileName.txt 

出力するhtmlファイルのファイル名を記述(拡張子無しで) 

musicData.tsv 

難易度表を新規作成するときに使用します 

 



 

前準備 



前準備 

前準備1 

defHtmlFileName.txt 

出力するhtmlファイルのファイル名を入力してください 

 

(例) 難易度表のファイルをLN.htmlとしたいとき 

defHtmlFileName.txtには 

LN 

と入力すること 

 

複数行記述しても構わないですが 

1行目しか読み取りません 

 

ファイル名に付けれない文字は使用しないでください 

htmlファイルが出力されません 



前準備 

前準備2 

tableHeader.html 

tableFooter.html 

 
tableHeader.htmlで定義する内容 

 

var mname = [ 

より以前の部分を全て記述 

musicData.tsvファイルから 

         自動出力する部分 

if文まで自動出力します 

tableFooter.htmlで定義する内容 

 

if文以降の部分を全て記述 

 

一行目には難易度を区切る 

      表現を定義してください 



 

使用方法(新規作成時) 



使用方法(新規作成時) 

•作成手順 
• 手順1. 前準備を行う 

• 手順2. 曲データを新規作成 

• 手順3. 作成した曲データを 

         「2.FromData2HTML.exe」にドラッグ&ドロップ 

• 手順4. 難易度表のhtmlが作成される 



使用方法(新規作成時) 

手順1. 前準備を行う 
 



使用方法(新規作成時) 

手順2. 曲データを新規作成 

musicData.tsv 

曲データを入力してください 

 
(例) 下記のデータをtsvファイルに定義するとき 

レベル表記 曲名 IRのID 作者名 作者URL 差分作者 差分URL コメント 

htmlファイルに出力するときは一行目は読み捨てますので 

二行目以降に曲データを入力してください 

レベル色づけ 



使用方法(新規作成時) 

手順3. 作成した曲データを 

  「2. FromData2HTML.exe」にドラッグ&ドロップ 
 



使用方法(新規作成時) 

手順4. 難易度表のhtmlが作成される 
 



 

使用方法(追加削除) 



使用方法(追加削除) 

•作成手順 
• 手順1. 前準備を行う 

• 手順2. tableURL.txtにtsvファイルに変換したい 

難易度表サイトのURLを記述 

• 手順3. 「1.FromHP2Data.exe」を実行する 

• 手順4. musicData_日付_時刻.tsvのファイルが作成される 

• 手順5. tsvファイルを開き曲データを編集する 

• 手順6. 作成した曲データを 

         「2.FromData2HTML.exe」にドラッグ&ドロップ 

• 手順7. 難易度表のhtmlが作成される 



使用方法(新規作成時) 

手順1. 前準備を行う 
 



使用方法(新規作成時) 

手順2. tableURL.txtにtsvファイルに 

変換したい難易度表サイトのURLを記述 

(例) LN難易度表の場合 



使用方法(新規作成時) 

手順3. 「1.FromHP2Data.exe」を実行する 
 

 



使用方法(新規作成時) 

手順4. musicData_日付_時刻.tsvの 

ファイルが作成される 

 



使用方法(新規作成時) 

手順5. tsvファイルを開き曲データを編集する 
 



使用方法(新規作成時) 

手順6. 作成した曲データを 

  「2. FromData2HTML.exe」にドラッグ&ドロップ 
 



使用方法(新規作成時) 

手順7. 難易度表のhtmlが作成される 
 



 

仕様の詳細 



仕様の詳細 

仕様の詳細 
HTMLの解析が甘く、正確に解析できない場合があります 

 

URLを設定している箇所において 

     リンク先と通常の文字列が一緒に定義されている場合 

       tsvファイルにはタグがついたままセルの中に設定されます 

 



仕様の詳細 

仕様の詳細 
曲名にhtmlタグがついている場合 

            そのまま曲名に含まれてセルに設定されます 



仕様の詳細 

仕様の詳細 
吐き出すhtmlファイルについてレベルの区切りは 

         レベルの文字列が異なる箇所で切れるようになります 



 

その他 



その他 

追加仕様の要求 

不具合報告 

使い方の不明な点 

 

などありましたら 

下記URLにて意見をお待ちしております。 

 

http://minddnim.bbs.fc2.com/ 



 
これでMy難易度表を作ろう！ 



修正履歴 

• 1.2ver 

• レベルの色づけ対応を追加 

• 1.1ver 

• カレントディレクトリが正しく表現されていないバグを修正 


